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市町村と連携した外国人向け「日本の災害を学ぶための講座」を開催します 

 
県内の在住外国人数は 77,301人と過去最高を更新（令和７年６月時点）しています。

そのような中、日本で災害を経験していない外国人は、災害時の対応が分からず不安

になってしまうことが考えられます。 

そこで、県では、今年度から、外国人県民の方が居住地域の災害の特徴やそれを踏

まえた対策について学ぶ講座を開催しています。 

今回は、多治見市と連携し、下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 
記 

 

１ 日時 

  令和７年１１月２４日（月・休） １３～１６時 

 

２ 場所 

  多治見市消防本部多治見南消防署３階 講堂 （多治見市三笠町２－２１） 

 

３ 参加者 

  多治見市在住又は在勤の外国人等 ２５名程度 

 

４ 内容 

  ・救命救急・AED講習・通報訓練 

  ・地震体験・VRゴーグルを使った災害の疑似体験 

  ・日本の災害（地震）についての基礎知識等 

  ・家具のレイアウトの見直し（グループワーク） 

  ・防災グッズの紹介 

 

５ 講師 

  多治見市危機管理課職員、多治見南消防署職員、岐阜県外国人防災リーダー 

 

６ その他 

  取材を希望される方は、１１月２１日（金）１７時までに外国人活躍・共生社会 

推進課までご連絡ください。 
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